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今年度の重点教育目標

「一歩先を目指し、自分の成長を実感する児童の育成」
合言葉

★一歩前進・プラスワン

十勝岳噴火への備え 校長 相 馬 美智枝
「白樺の 林を行けば 十勝岳 雲間に呼ぶよ…」
大学時代に女声合唱サークルに入っていた私は、毎年夏休みに国立大雪
青年の家(現在は大雪青少年交流の家)での合宿に参加していました。冒頭
の歌詞は、青年の家の所歌の一節で、当時は「朝のつどい」と「夕べのつどい」で
毎日歌っていました。今でも、白樺街道を車で走ると、この曲をつい口ずさみたく
なります。
私にとっては、毎日見ているオプタテシケ山が最も身近ですが、美瑛といえば、や
はり「十勝岳」。町のシンボルであり、町章のモチーフにもなっています。
２８日に４年生のふるさと学習があり、十勝岳火山砂防情報センターで子どもたち
と一緒に学んできました。教育大学旭川校の佐藤先生や学生さんたちから、十勝岳の
噴火について、火山泥流発生時の被害について、さらに防災対策などについて説明を
受けました。段ボールジオラマや大型地図で明徳小学校や自分たちの家の場所を確認
した子どもたちは、「十勝岳が噴火しても、自分たちの方には泥流は流れてこない。」
と安心したのですが、「でも、前と同じように流れるとは限らないよね。」と講師に言
われて頷いていました。
美しい景観や温泉などの豊かな恵みを与えてくれる十勝岳ですが、およそ３０年周
期で噴火を繰り返してきていることから、私たちも火山と共生して火山災害に備える
必要があります。
私が中学生の頃、有珠山が噴火しました。ちょうど夏休みで、私は祖父母が住む室
蘭にいました。急に空が暗くなり、パラパラと音を立てて何かが降り出し、窓から見
下ろすと、それがどんどん物置の屋根に積もっていきました。軽石のようなものでし
た。初めて見る、この世の終わりかと思うような異様な光景を今でも覚えています。
その日のうちに両親と共に幌加内の自宅へ戻ったのですが、苫小牧まで走っても、前
が見えないくらい火山灰が舞い上がっていました。
自然災害は、人間の力ではくい止めることはで
きません。
しかし、災害による被害は、私たちの日頃の備
えによって未然に防いだり、軽減することが可能
です。日頃から災害に備え、できることから取り
組みたいと思います。

１７日から２学期が始まりました。学校には、
1８人の元気な子どもたちが揃いました。２学期も、
様々な教育活動を通して子どもたち自身が自分の成長を実感でき、保護者・地域の皆
様とともに、子どもたちの成長を喜び合える学校づくりに職員一同全力で取り組んで
まいります。引き続き本校の学校教育ヘのご支援とご協力をお願い申し上げます。



行事予定

１日（金）全校朝会 身体測定 視力調査 １４日（木）職員会議
２日（土）土曜学校（算数） １５日（金）社会見学（１～４年）
４日（月）朗根内神社祭（すもう大会 14:10） １９日（火）ふるさと学習（６年）
５日（火）開校記念日 ２０日（水）児童会選挙 特支交流学習（低学年）
６日（水）避難訓練 ２１日（木）特支交流学習（高学年）
７日（木）秋の環境整備 ２２日（金）クラブ
８日（金）児童会 特支交流学習（中学年） ２３日（土）少年団秋の資源回収
９日（土）俵真布神社祭 ２５日（月）児童会

１０日（日）センチュリーライド ２７日（水）総合カレー作り
１２日（火）読み聞かせ 命の授業（６年） ２８日（木）研修 学校教育指導訪問
１３日（水）小規模校教育実習 パートナーティー ２９日（金）前期通知表配付日

チャー来校

７月２１日(金)、「少年団・分館共催 明徳こども

の日」を行いました。水鉄砲大会、老人会との交流（縁

日・お弁当）、きもだめしを行いました。水鉄砲大会

では、水に濡れながらも楽しそうに対戦していました。

縁日では、お年寄りの交流を深めることができました。

子どもたちにとって、夏の

思い出になったと思いま

す。たくさんの方のご協力

に感謝いたします。ありが

とうございました。

美瑛町は小林製薬さんと連携しています。そ

こで、２３日（水）に小林製薬の方を講師にお

招きし、「学校トイレ快適教室」を行いました。

「トイレのにおいの原因」「効果的なトイレ掃除

の方法」「正しいトイレの使い方」を学習しまし

た。その日のトイレ掃除では小林製薬の方に見

守られながら、ピカピカに

トイレ掃除を行うことがで

きました。この日、京都か

ら来た２名の小学生もいっ

しょに学習しました。

１学期末、保護者の皆様にアンケートへご協力をいただきました。皆様からいただいたご意見を今後の

教育活動に生かしてまいります。ご協力ありがとうございました。

●評価の高かった項目

・「基礎基本の学力や話し合う力が身についている」…今後も少人数指導の利点を生かした、個に応じた

指導を継続していきます。

・「自分の成長を感じている」…子どもたちの前向きに頑張ろうとする姿勢を今後も支援していきます。

・「相談できる体制になっている」…今後も悩みや不安があればいつでも学校、担任に相談してください。

・「学校に行くのが楽しい」…一番大切なことだと思います。子どもたちにとって「楽しい」と思える教

育活動を今後も続けていきます。

●課題

・「自ら考え進んで行動している」…子どもたちが自ら考え、行動できるような教師の関わりや役割につ

いて研修等を進めていきます。

・「進んで運動している」…個人差があります。学校ではこれからも体を動かす楽しさを感じられるよう

な教育活動を行っていきます。家庭でのご協力もよろしくお願いします。

●記述欄より

・「欠席時のクロ－ムブックの活用について」…特に長期での欠席の時はクロームブックを有効に活用し

ていきます

・子どもたちに「人生を楽しんでほしい」「人とのつながりを大切にしてほしい」という保護者の方の願

いが伝わってきました。今後の教育活動を通して、保護者の方々の思いに応えていきたいと思います。

今後も学校の教育活動に対する、ご協力をよろしくお願いします。 ※下線部は後期の重点です。


